
者の外側にいる第三者がプレゼンス

や認証、メッセージングといった機

能を部品として組み込んだ新たなア

プリケーションを考案・開発したり、

さらには第三者自身がサービスを提

供することが可能なのだ（図7）。

つまり、サードパーティ製のパッケ

ージソフトによるサービス提供や、i

モードのようなプラットフォームビジ

ネスが展開できるというわけだ。

また、忘れてならないのは、

NGN/IMSではサードパーティのア

プリケーションベンダーやサービス

プロバイダーは、通信に熟知してい

なくても構わないという点である。

ネットワーク側の機能はオープンス

タンダードのAPIを通じて利用でき

るため、ITのスキルがあれば、低い

ハードルで通信サービスを開発でき

る。IMSは、開発者人口を飛躍的に

増大させる。

ベンダーの間では、第三者による

アプリケーション開発の活性化策も

始まっている。例えば、HPはテスト

環境の提供や実装の支援などを行

う「HP Services Marketplace」を用

意している。また、伊藤忠テクノサイ

エンス（CTC）テレコム企画開発部の

長谷川真一ネットワーク企画課長は、

「当社のキャリア向けSIビジネスに

とっても、いかに多くのアプリケー

ションベンダーとパートナーシップを

組めるかが、きわめて重要になって

くる」と話す。

オープン化のリスク

ベンダーサイドは「第三者への開

放」こそNGNビジネス成功の鍵と見

ているが、通信事業者サイドはその

覚悟を固めたわけではない。例え

ば、KDDIの安田氏は「検討はして

いるがリスクもあり、会社としてまだ

判断はしていない」と明かす。これ

に対し、CTCの丸田淳一テレコム事

業企画室長は「現段階で通信事業者

が慎重になるのは当然のこと」と話

す。

第三者がオープンにNGN上でサ

ービスを提供できるようにすれば、自

らの収益機会に加え、第三者の多様

なアイデアによるマーケット拡大も期

待できる。

だが、事業拡大ではなく、単なる

“共食い”にとどまる可能性もある。

もちろんプラットフォーム事業による

収益は入ってくるが、これがどれだ

けの収益をもたらすかは現時点では

不透明だ。

規制を受けるNTTは開放せざる

を得ないが、それ以外の通信事業者

は今後、きわめて重要な戦略的決断

を迫られることになる。またNTTに

しても、どのような開放の仕方が収

益を最大化させるのか、十分な検討

を重ねていくことになろう。

ただ、この検討が通信事業者のペ

ースで行えるかは分からない。なぜ

ならISPなど通信事業者以外のサー

ビスプロバイダーの間で、IMSプラ

ットフォームを提供する動きもあるか

らだ。
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talk over Cellular）に代表される新

しいリアルタイムコミュニケーション

手段などだ。これら1つひとつがど

れほどの収益を生み出すかと言え

ば、「甚だ心許ない」というのが大方

の見方だろう。

例えば、期待の高い放送ビジネス

だが、日本テレビでもその売上高は

連結で約3466億円。対して、NTT

東日本の音声伝送収入は約1兆4000

億円と、マーケットの規模には大き

な差がある。

もちろん今挙げた以外の新サービ

スの企画・開発も進んではいる。だ

が、「今のところ、キラーアプリと呼

べるようなサービスは皆無」（ベンダ

ー）というのが現実だ。それどころ

か、「NGN/IMS自身はキラーアプリ

を生まない」というのが共通認識に

なりつつある。

点在化するニーズ

ただ、悲観する人ばかりではない。

「インターネットを作った人たちが新

サービスに関するアイデアを持って

NGNへの移行は、通信事業者に

設備・運用コストの削減という多大

なメリットをもたらす。だが、収益の

根幹を成してきた通話料収入の減少

は今後も止まる見込みはなく、単な

るコスト削減だけでは未来への展望

は開けない。

NGNは「次世代インターネット」に

なるわけではない。既存PSTNや他

社のNGN網、そしてインターネットと

接続された次のキャリアネットワー

クに過ぎない。インターネット上でこ

れだけ多様なサービスが提供されて

いるなか、NGNはどのような新しい

サービスを提供し、新たな収益源を

作るのか。

「確かな答えはまだない。これか

らの課題だ」（NTTの雄川氏）という

のが現状だ。

現在、NGN/IMS上で実現される

新サービスとして挙がっているのは、

QoS制御やIPマルチキャスト機能を

活かしたハイビジョンクラスの映像

配信、セキュアな認証機能を活かし

た情報家電との連携、PoC（Push

いたかと言えば、答えはノーのはず

だ。今、NGNのキラーアプリが見つ

かっていないからといって心配は無

用だ」と話すのはNECの広崎膨太郎

執行役員専務だ。

インターネットが成功したのは、誰

でもその上で自由にビジネスを展開

できるオープンなプラットフォームだ

ったからである。それゆえ、膨大な

アイデアやリソースが集まり、インタ

ーネットは花開いた。

同じように、NGNも第三者にプラ

ットフォームとして開放すれば、魅力

的なサービスが数多く生まれる可能

性が一気に高まる。

最近インターネットの世界ではロン

グテールに注目が集まっているが、

現代はそもそも多数のユーザーに支

持されるキラーアプリを開発するの

が難しい時代である。

NGNビジネスにおいても「ニーズ

は点在化している」（日本HPテクニ

カルセールスサポート統括本部の山

本幸治シニアコンサルタント）。通信

事業者や限られたベンダーだけで、

こうしたニーズにアプローチするこ

とはきわめて困難だ。

IMSでは、ネットワーク固有の機

能を第三者に公開できる。通信事業

キラーアプリが生まれにくい状況のなか、NGNは通話料収入に
代わる収益源を生み出せるのか。その鍵を握っているのは、多様
化するニーズへのアプローチを可能にする、NGN固有の機能の
“第三者”への開放だ。

次世代サービス
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オープン化で魅力サービス続々
企業ネット分野で最大の効果

図7 第三者向けプラットフォームとしてのNGN

機能部品、基本サービスを応用した個別サービス 

第三者が提供する独自サービス 

プラットフォーム事業者の基本サービス 

Web/Mail 
P2M

コミュニティ 
仮想スペース 

ITS 
LBS

マルチメディア 
カンファレンス 

ポータル/広告 
コマース 

CDN/VOD 
メディア流通 

（Web） 
Services Gateway

・セキュアな公開 

・認証・課金 

・オーケストレー 
   ション 

サービス・イネーブラ 

vxml/ccapi SIP Servlet API Parlay-X Off Network APIs

認
識
／
合
成
／
変
換 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

IV
R
/A
S
R
/T
T
S

蓄
積
／
管
理
／
配
信 

デ
バ
イ
ス 

プ
レ
ゼ
ン
ス 

グ
ル
ー
プ
リ
ス
ト 

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

デ
ー
タ
同
期 

転
送
／
拒
否 

通
知
／
プ
ッ
シ
ュ 

メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ 

R
F
ID
 E
P
C

F
eliC
a

（N
F
C

） 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド 

課
金
／
認
証 

ペ
イ
メ
ン
トG

W

リ
ッ
チU

I

通信ネットワーク（FMC/NGN） 

・外部向け共通 
　機能 

・内部向け共通 
　機能 

（出典）日本ヒューレット・パッカード 

日本ヒューレット・
パッカード
テクニカルセールス
サポート統轄本部
アドバンスド
テクノロジー・
ソリューション部通信・
メディアソリューション
シニアコンサルタント
山本幸治氏

NEC
執行役員専務
広崎膨太郎氏


